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国からの通知等
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今後の進め方について
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推進区域における取組について
（令和6年7月31日医政発0731第1号厚生労働省医政局長通知）

●２０２４年度中に、推進区域の地域医療構想調整会議で協議を行い「区域対応方針」を策定する。
区域対応方針には、当該区域における将来のあるべき医療提供体制、医療提供体制上の課題、
当該課題の解決に向けた方向性及び具体的な取組内容を含む。

●区域対応方針に基づく取組を推進する。

（１）都道府県

（２）医療機関

○都道府県が２０２４年度中に策定する区域対応方針に基づき、各医療機関の対応方針の検証を行い、
必要に応じて見直しを行う。

○検証に当たっては、都道府県と医療機関が連携し、
・これまでに策定した医療機関の対応方針における病床機能の見直し等の内容と、区域対応方針に
定める取組等との整合性が確保されているか確認を行う。
・医療機関の対応方針の見直しの要否を含め、推進区域の地域医療構想調整会議で合意・確認する。
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地域医療構想の今後の進め方（案）

これまでの取り組み（継続）

●医療機関それぞれの自主的な取り組みとして、機能分化・連携強化を検討し、２０２５年に向けた
医療需要へ対応する

機能分化・連携強化

・地域医療構想に係る各医療機関の課題などについてアンケートを実施
・課題の洗い出しを行い、各医療機関の課題を共有し見える化
・各医療機関の課題等をもとに、機能分化・連携強化を促進するための議論

●複数の医療機関が自身の課題を共有することで、地域の課題として認識し、解決に向けて協力して
取り組み、機能分化と連携強化を進める

・非稼働病床については、病床の廃止や他施設への転換について引き続き依頼
・病床機能報告については、定量的基準を参考に病床機能の報告を依頼
・今後の対応方針への実施状況を確認

○２０２５年に向けての課題
・必要病床数（４９５床）に対して病床過剰（＋１５５）

急性期（＋４８）回復期（＋８５）慢性期（＋２２）
・非稼働病床が５０床
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